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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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と
あ
る
地
方
に

あ
る
我
家
に
自

衛
隊
の
人
狩
り

部
隊
が
突
然

や
っ
て
来
た
。

自
衛
隊
地
方
連

絡
部
だ
。
近
所
の
自
衛
官
た

ち
が
人
狩
り
部
隊
と
呼
ん
で

い
る
。
ま
さ
に
無
予
告
臨
場

▼
家
に
は
高
校
３
年
生
の
息

子
が
い
る
。
息
子
に
は
大
事

な
夢
が
あ
る
の
で
丁
重
に
お

断
り
し
た
。
息
子
に
聞
く

と
、
高
校
の
廊
下
に
は
昨
年

よ
り
勧
誘
ポ
ス
タ
ー
が
増
え

た
そ
う
だ
▼
今
度
の
人
勧
は

全
体
的
に
厳
し
い
も
の
に
な

り
そ
う
だ
が
地
方
に
よ
り
厳

し
い
も
の
に
な
り
そ
う
だ
。

地
方
の
賃
金
を
下
げ
地
方
経

済
と
就
職
を
厳
し
く
し
て
、

人
の
嫌
が
る
も
の
（
原
発
、

こ
れ
か
ら
の
自
衛
官
）
を
地

方
に
押
付
け
る
た
め
の
布
石

な
の
か
▼
８
月
失
業
手
当
が

下
げ
ら
れ
る
。
平
均
給
与
が

下
が
っ
て
い
る
か
ら
だ
そ
う

だ
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
賭
博

の
上
が
り
は
末
端
ま
で
行
き

届
い
て
い
な
い
よ
う
だ
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉打
歩
詰
を
さ
け
る

工
夫
を
…
…
。

（
　
分
で
二
段
）

10

全国税組合員
6級ポスト発令状況

ポスト期別地連

徴収特官普34期関信

法人統括官普39期東京

法人特官普34期東海

徴収特官専10期

全国税組合員に対する6級ポスト発令数の推移
14131211100908070605年
481113102324242121ポスト発令

7
月
人
事

子育て支援、再任用制度の目的に逆行

を
断
念
さ
せ
２
年
間
で
終
了

さ
せ
た
。
③
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
働
き

か
け
９
回
目
の
日
本
政
府
に

対
す
る
労
働
基
本
権
回
復
の

勧
告
を
出
さ
せ
た
④
全
て
の

労
働
者
の
賃
下
げ
ス
パ
イ
ラ

ル
を
断
ち
切
る
た
め
に
賃
下

げ
違
憲
訴
訟
裁
判
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
春
闘
で
の
民
間

労
働
者
の
賃
金
改
善
の
気
運

が
高
ま
っ
た
」
と
、
国
公
労

連
の
道
理
あ
る
た
た
か
い
の

成
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
公
正
裁
判
を
求

め
る
９
万
６
１
２
１
筆
の
個

　
口
頭
弁
論
に
先
立
ち
、
昼

休
み
地
裁
前
行
動
が
行
わ

れ
、
高
橋
誠
さ
ん
（
東
京
地

連
）、
高
橋
浩
司
さ
ん
（
関
信

地
連
）、
倉
屋
賢
二
さ
ん
（
東

海
地
連
）、
粟
田
育
治
さ
ん

（
近
畿
地
連
）の
４
人
の
原
告

と
本
部
や
関
信
地
連
の
組
合

員
3
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
鎌
田
国
公
労

連
書
記
長
か
ら
、「
①
政
府

が
当
初
３
年
間
の
賃
下
げ
を

狙
っ
て
い
た
も
の
を
２
年
に

短
縮
さ
せ
た
②
政
府
が
画
策

し
て
い
た
新
た
な
立
法
措
置

東
京
地
裁
に
提
出
、
全
国
税

か
ら
は
粟
田
原
告
が
こ
の
提

出
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
口
頭
弁
論
後
の
報
告
集
会

で
は
、
原
告
の
代
理
人
で
あ

る
各
弁
護
士
か
ら
本
日
の
弁

論
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
萩
尾
弁
護
士
は
、「
情
報

公
開
請
求
で
得
ら
れ
た
証
拠

も
提
出
し
た
が
、
そ
の
証
拠

の
中
で
、
国
公
労
連
と
の
交

渉
が
継
続
し
て
い
る
２
０
１

１
年
５
月
の
段
階
で
『
一
部

労
組
と
は
合
意
し
た
も
の

の
、
国
公
労
連
と
は
合
意
に

至
ら
な
か
っ
た
』
と
記
載
し

た
決
裁
の
起
案
文
書
も
明
ら

か
と
な
り
、
誠
実
な
交
渉
姿

勢
に
な
か
っ
た
こ
と
は
明

白
」
と
報
告
。
野
本
弁
護
士

は
、「
国
側
の
平
山
証
言
で

は
人
勧
尊
重
を
堅
持
し
て
い

人
署
名
（
合
計
3
3
万
３
０

３
７
）、
１
８
２
６
の
団
体

署
名
（
合
計
６
６
９
０
）
を

提
出
す
る
署
名
と
粟
田
原
告

た
と
証
言
し
た
が
、
情
報
公

開
で
得
ら
れ
た
証
拠
か
ら
そ

う
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
明

ら
か
。
ま
た
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
結
社

の
自
由
委
員
会
は
こ
の
裁
判

の
報
告
を
求
め
る
な
ど
、
裁

判
所
が
判
断
を
避
け
て
き
た

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
に
つ
い
て
の
判

断
を
求
め
た
」
と
報
告
し
ま

し
た
。

　
最
後
に
、
岡
村
弁
護
団
長

が
「
か
つ
て
人
勧
凍
結
裁
判

を
担
当
し
た
が
、
そ
の
時

は
、『
人
勧
は
凍
結
す
る
が
、

今
後
は
人
勧
を
守
る
』
と
政

府
は
声
明
を
出
し
合
憲
と

　
７
月
　
日
（
木
）　
時
　
分
か
ら
東
京
地
裁
１
０
３
号
法
廷
で
最
後
の
口
頭
弁
論

17

13

30

が
行
わ
れ
、
全
国
税
か
ら
４
人
の
原
告
全
員
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　
判
決
は
　
月
　
日
（
木
）
午
後
３
時
に
同
法
廷
で
行
わ
れ
ま
す
。

10

30

第12回
「
国
家
公
務
員
賃
下
げ
違
憲
訴
訟
」口
頭
弁
論

 口
頭
弁
論
を
終
え
　
月
判
決

10

な
っ
た
。

今
回
は
人

事
院
が
遺

憾
と
す
る

声
明
を
出

す
な
ど
状

況
が
ま
っ

た
く
異
な

る
。
み
な

さ
ん
の
奮

闘
に
期
待

す
る
」
と

述
べ
ま
し

た
。

左
か
ら
高
橋
浩
司
・
粟
田
育
治
・
倉
屋
賢
二
・
高
橋
誠
各
原
告

　全国税差別解消せず！

　
全
国
税
は
、
長
年
組
合
差
別
解
消
を
長

官
交
渉
以
下
各
級
機
関
で
訴
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
下
表
に
あ
る
と
お
り
６
級

ポ
ス
ト
で
は
組
合
員
の
一
定
数
が
昇
任
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
昨
年
の
半
数
の
発
令

し
か
な
く
差
別
は
温
存
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、　「
退
職
間
際
の
組
合
員
を
６
級
ポ
ス

ト
に
付
け
な
い
」
と
い
う
当
局
の
人
事
政

策
も
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
局
は
組
合
差
別
を
し
て
い
な
い
と
言

い
ま
す
が
、
署
長
に
Ｃ
評
価
を
付
け
ら
れ

た
組
合
員
（
裏
面
参
照
）
が
典
型
的
な
差

別
人
事
で
、
人
事
評
価
制
度
以
前
の
問
題

で
す
。

各
地
連
の
発
令
状
況

【
北
海
道
地
連
】

　
今
年
も
６
級
ポ
ス
ト
の
発

令
は
な
く
、
普
　
期
が
最
後

32

の
発
令
。

【
東
北
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
重
点
要
求
の

普
　
期
2
名
に
発
令
が
な

33
く
、
地
連
は
仙
台
局
当
局
に

抗
議
文
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
関
信
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
は
普
　
期
１

34

名
の
み
に
発
令
。
専
８
～
　10

期
、
普
　
・
　
期
は
残
さ
れ

34

35

ま
し
た
。
６
級
昇
任
該
当
者

（
昨
年
６
級
ポ
ス
ト
昇
格
の

普
　
期
）
に
発
令
な
し
。
５

39
級
は
普
　
期
に
発
令
。

45

【
東
京
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
は
普
　
期
生

39

１
名
の
み
発
令
。
５
級

昇
格
該
当
の
４
名
全
員

と
、
４
級
昇
格
の
重
点

要
求
者
の
山
道
さ
ん

（
普
　
期
生
）に
発
令
な

51
し
。
な
お
、
指
定
官
職

（
徴
収
特
官
）が
1
名
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

【
北
陸
地
連
】　
６
級
ポ

ス
ト
で
は
、
普
　
・
　
期
生

33

34

い
ず
れ
に
も
発
令
が
な
く
、

６
級
昇
格
該
当
者
（
昨
年
６

級
ポ
ス
ト
昇
任
の
専
８
期
）

に
も
発
令
な
し
。

【
東
海
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
で
は
、
普
　34

期
生
と
専
　
期
生
に
発
令
、

10

専
８
期
生
と
専
９
期
生
に
発

令
な
し
。

　
６
級
昇
格
で
は
昨
年
発
令

さ
れ
た
３
名
全
員
に
、
４
月

人間らしく働ける配転政策に転換を！

各地でゼロ回答続出

１
日
付
け
で
発
令
あ
り
。

　
配
転
で
は
、
専
　
期
生
が

21

東
海
地
連
で
初
め
て
国
税
局

（
徴
収
部
特
別
整
理
部
門
）に

配
属
さ
れ
ま
し
た
。

【
近
畿
地
連
】

　
６
級
ポ
ス
ト
要
求
で
は
、

重
点
要
求
者
の
普
　
期
生
と

34

専
９
期
生
の
２
名
を
含
め
、

発
令
は
前
代
未
聞
の
ゼ
ロ
。

　
地
連
は
７
月
　
日
大
阪
局

10

当
局
に
、
重
点
要
求
者
も
参

加
し
「
怒

り
心
頭
に

発
す
る
」

差
別
発
令

に
対
し
、

抗
議
と
早

急
な
是
正

を
求
め
ま

し
た
。

　
６
級
昇

格
で
は
普

　
期
に
発

35令
が
あ
り

ま
し
た
が

専
　
期
は

11
発
令
が
あ

り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
５
級
昇
格
で
は
重
点
要
求

者
の
普
　
期
に
発
令
が
あ
り

42

ま
し
た
。

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

　
再
任
用
に
も
転
勤

　
あ
る
再
任
用
組
合
員
が
、

家
族
に
転
勤
を
告
げ
た
と
こ

ろ
「
定
年
に
な
っ
て
も
転
勤

が
あ
る
ん
だ
」
と
、
ビ
ッ
ク

リ
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
も
そ
も
再
任
用
は
「
雇

用
と
年
金
の
接
続
」と
言
う
、

無
年
金
ま
た
は
満
額
年
金
が

支
給
さ
れ
な
い
期
間
の
雇
用

形
態
で
あ
り
、
期
間
中
に
転

勤
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
ど
こ
に
も
規
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　
地
方
局
の
よ
う
に
、
通
勤

可
能
な
職
場
が
限
ら
れ
て
い

る
職
員
も
多
く
、
転
勤
を
再

任
用
の
条
件
に
匂
わ
す
局
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
制
度
の

主
旨
は
何
な
の
か
を
再
考
す

べ
き
で
す
。

　
7
月
　
日
の
発
令
で
は
、
公
務
の
要
請
の
も
と
、
希

10

望
外
の
配
転
等
の
問
題
点
が
各
地
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　（
人
事
発
令
の
分
析
は
次
号
で
掲
載
予
定
で
す
）

　
子
育
て
に
無
理
解

　
あ
る
局
で
は
、
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
の
女
性
に
対
し
、
子

ど
も
が
中
学
生
に
な
っ
た
と

た
ん
に
遠
距
離
通
勤
を
強
い

る
配
転
。
仕
事
を
し
な
が
ら

育
児
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
活
動

を
こ
な
す
だ
け
で
も
時
間
が

足
り
な
い
彼
女
の
よ
う
な
立

場
の
女
性
に
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
提

唱
す
る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー

ク
（
人
間
ら
し
く
働
く
た
め

の
環
境
醸
成
）
の
立
場
を
取

ら
な
い
こ
の
職
場
は
、、
国

際
化
に
逆
行
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

　
全
国
税
は
4
月
　
日
号
機

25

関
紙
で
、
北
海
道
の
「
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
」「
高
一
ク
ラ
イ
シ

ス
」
の
問
題
を
取
り
上
げ
、

国
税
庁
の
「
安
心
子
育
て
応

援
プ
ラ
ン
」
が
、
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
要
求

し
て
き
ま
し
た
が
、
現
実

は
、
職
員
が
安
心
し
て
職
務

に
専
念
で
き
る
配
転
政
策
に

は
程
遠
い
現
状
で
す
。

　
青
年
に
酷
な
配
転

　
今
年
も
最
初
の
異
動
対
象

の
青
年
を
中
心
に
、
遠
隔
地

配
転
（
布
団
つ
き
配
転
）
が

目
に
付
き
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

の
青
年
は
ま
さ
に
寝
耳
に
水

の
予
告
を
受
け
う
け
、
移
動

先
の
情
報
収
集
。

　
移
動
先
の
宿
舎
の
指
定
を

受
け
た
場
合
は
ま
だ
し
も
、

「
宿
舎
に
入
り
た
く
な
い
、

入
れ
な
い
」
青
年
た
ち
は
居

所
確
保
に
お
お
わ
ら
わ
。
特

に
今
年
は
庁
主
導
で
、「
赴

任
期
間
の
チ
ェ
ッ
ク
」
が
厳

し
く
な
り
、
無
理
を
し
て
着

任
す
る
青
年
も
。「
せ
め
て

内
々
示
を
」
が
要
求
で
す
。
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共
に
暮
ら
し
て
こ
そ
家
族

【
北
海
道
・
釧
路
分
会
】

　
釧
路
は
二
度
目
で
　
年
25

前
、
五
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。
職
員
は
前
よ
り
　
名
50

近
く
減
っ
て
い
ま
す
。
宿

舎
は
前
回
と
同
じ
若
草
住

宅
で
す
が
空
き
室
が
目
立

ち
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

生
ま
れ
家
族
の
形
が
出
来

上
が
っ
た
部
屋
も
窓
が
ベ

ニ
ヤ
板
で
覆
わ
れ
、
近
隣

の
店
で
当
時
か
ら
残
っ
て

い
る
の
は
四
軒
だ
け
、　10

軒
近
く
が
閉
店
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
店
で
は
宿
舎
の

入
居
者
減
で
売
上
が
六
割

落
ち
た
と
聞
き
ま
し
た
。

四
月
末
に
は
最
寄
り
の
コ

ン
ビ
ニ
も
閉
店
。

　
釧
路
も
桜
を
終
え
ま
し

た
が
、
風
通
し
の
良
い
宿

舎
の
た
め
、
つ
い
つ
い
ス

ト
ー
ブ
の
ス
イ
ッ
チ
に
手

が
伸
び
ま
す
。
Ｇ
Ｗ
に
昔

を
懐
か
し
ん
で
妻
と
娘
が

遊
び
に
来
ま
し
た
。
不
思

議
と
一
人
で
過
ご
す
普
段

よ
り
も
宿
舎
の
中
が
暖
か

か
っ
た
。

　
人
口
密
度
の
問
題
で
は

な
く
、
精
神
的
な
面
が
大

き
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
月
に
一
度
く
ら
い
は

ゆ
っ
く
り
帰
宅
し
た
い
と

思
う
の
で
す
が
釧
路
、
札

幌
は
特
急
で
も
四
時
間
以

上
、
洗
濯
や
買
い
物
を
考

え
る
と
自
宅
を
午
前
中
に

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
在
宅
中
に
用
件
を
済

ま
せ
る
と
、
家
族
と
ゆ
っ

く
り
話
を
す
る
時
間
を
持

て
ま
せ
ん
。
休
暇
を
取
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
が
、

統
括
以
下
六
名
の
部
門
で

五
名
の
う
ち
四
名
が
単
身

赴
任
、
職
場
全
体
で
も
単

身
者
が
多
く
休
み
を
言
い

難
い
面
も
あ
り
ま
す
。

　
職
場
の
み
ん
な
が
家
族

と
生
活
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
、
家
族
と
離
れ
て
暮

ら
す
こ
と
で
の
精
神
的
・

肉
体
的
負
担
を
な
く
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
同
じ
屋

根
の
下
に
一
緒
に
い
る
だ

け
で
支
え
ら
れ
て
い
る
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

職
場
の
声

【
み
か
わ
・
岐
阜
合
同
】

Ａ
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
、「
住
所
か
ら
通
え
る
職

場
を
希
望
す
る
と
は
、
仕

事
を
や
る
気
が
無
い
と
み

な
さ
れ
る
」
な
ど
と
暴
言

を
吐
く
幹
部
の
話
を
聞
き

ま
し
た
が
、
自
分
は
か
つ

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
、

「
勤
務
地
優
先
・
家
族
が
大

切
」と
話
し
た
時
に
、
署
長

は
「
僕
は
そ
う
い
う
生
き

方
は
出
来
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
そ
の
考
え
方
は
よ
く

解
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
子
ど
も
の
行
事

に
全
く
出
て
や
れ
な
か
っ

た
、
妻
に
苦
労
を
掛
け
た
」

と
も
話
し
、
…
…
。

　
色
々
な
家
庭
事
情
の
職

員
が
い
る
こ
と
を
理
解
し

て
い
る
方
だ
と
思
い
ま

す
。
幹
部
に
も
色
々
と
人

間
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

Ｃ
　
育
ボ
ス
と
い
う
言
葉

が
テ
レ
ビ
で
出
て
い
ま
し

た
。
部
下
の
状
況
に
配
慮

し
仕
事
を
進
め
達
成
し
て

い
く
管
理
者
の
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
わ
が
職
場
に
は

育
ボ
ス
は
居
ま
せ
ん
ね
。

Ｄ
　
梅
雨
に
入
り
、
蒸
し

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
当
署
で
は
、
ま
だ
冷

房
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

蒸
し
風
呂
状
態
で
す
、
早

く
冷
房
い
れ
て
く
れ
ぇ
。

　

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

　
２
０
１
３
年
９
月
　
日
の
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業
績
評
価
に
つ
い
て
「
Ｃ
」

と
さ
れ
た
た
め
、
同
年
　
月
12

　
日
に
支
給
さ
れ
た
勤
勉
手

10当
の
成
績
率
を
上
位
の
支
給

区
分
に
回
復
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
す
。
要
求
事
由

の
要
点
は
次
の
通
り
で
す
。

　
水
落
さ
ん
一
人
に
 

　
　
　
　
責
任
押
し
付
け

　
苦
情
申
立
て
を
行
っ
た
結

果
、
当
局
は
「
必
要
な
手
順

で
あ
る
的
確
な
収
納
解
明
を

行
わ
な
い
ま
ま
事
務
処
理
を

し
た
た
め
」
と
し
て
、
Ｃ
評

価
は
妥
当
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
督
促
状

誤
送
付
等
の
事
実
認
定
に
あ

た
り
、
水
落
さ
ん
の
み
に
責

任
を
押
し
付
け
て
い
る
と
い

う
重
大
な
誤
り
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
ず
、
３
月
に
発
送
し
た

督
促
状
誤
送
付
の
原
因
は
、

同
一
納
税
者
に
相
続
税
と
申

告
所
得
税
の
違
う
整
理
番
号

を
付
番
す
る
場
合
に
は
、
誤

り
を
防
ぐ
た
め
に
二
つ
の
番

号
の
間
で
「
関
連
付
け
」
の

処
理
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
、
そ

の
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
た
め
で
す
。

　
４
月
の
申
告
所
得
税
の
督

促
状
誤
送
付
に
つ
い
て
は
、

署
内
で
修
正
申
告
の
指
導
・

面
接
し
た
課
税
担
当
職
員
が

誤
っ
て
確
定
申
告
用
の
納
付

書
を
交
付
し
た
た
め
、
修
正

申
告
分
の
納
税
が
確
定
申
告

分
に
収
納
さ
れ
、
残
額
は
振

替
納
税
で
収
納
さ
れ
ま
し
た

が
、
修
正
申
告
分
の
納
税
額

が
未
納
と
な
っ
た
た
め
、
こ

の
税
額
に
つ
い
て
督
促
状
を

誤
発
送
し
た
も
の
で
し
た
。

　
督
促
状
の
発
送
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
、
正
規
の
手

続
き
を
経
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
最
終
責
任
者
で

あ
る
統
括
官
の
職
務
に
あ
る

者
は
、
よ
り
重
い
責
任
を
負

う
べ
き
で
す
が
、
関
係
し
た

者
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
な
く
、
水
落
さ

ん
に
の
み
一
方
的
に
責
任
を

負
わ
せ
て
「
Ｃ
」
評
価
を
す

る
こ
と
は
、
著
し
く
公
正
さ

を
欠
い
た
も
の
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　
一
元
化
の
問
題
点
 

　
　
指
導
と
研
修
の
不
足

　
さ
ら
に
、
一
元
化
の
体
制

自
体
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ

り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
一
元
化
に
よ

り
、
各
々
の
職
員
が
こ
れ
ま

で
未
経
験
の
他
系
統
事
務
を

処
理
す
る
体
制
と
な
り
、
処

理
遅
延
や
処
理
誤
り
は
当
然

危
惧
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
指
導
す
る
体
制
も
極
め

て
不
十
分
な
も
の
で
す
。

　
長
岡
署
に
お
い
て
も
、
仮

評
価
を
実
施
し
た
前
上
司
で

あ
る
統
括
官
は
、
債
権
管
理

事
務
の
経
験
が
長
期
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
査
・

決
裁
は
形
ば
か
り
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
督
促
状
の
誤
送
付
事
例

は
、
ど
の
税
務
署
で
も
起
き

る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
で
担
当
者
に「
Ｃ
」

評
価
が
行
わ
れ
る
な
ら
、
す

べ
て
の
管
理
運
営
部
門
の
職

員
が
「
Ｃ
」
評
価
を
下
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
水
落
さ
ん
は
、
徴
収
決

定
・
収
納
事
務
と
振
替
納
税

事
務
以
外
に
も
従
来
か
ら
経

験
の
あ
る
延
納
・
物
納
事
務

も
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
当
局
も
、

「
必
要
十
分
な
知
識
を
有
し
、

的
確
な
回
答
指
導
を
行
っ
て

お
り
、
期
待
さ
れ
た
成
果
を

上
げ
た
と
認
め
ら
れ
る
」
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

　
管
運
の
職
員
は
、
多
様
な

事
務
を
こ
な
し
な
が
ら
、
常

に
期
限
に
追
わ
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

　
非
難
さ
れ
る
べ
き
は
、
全

国
税
や
職
場
が
要
求
し
て
き

た
管
運
部
門
職
員
の
増
員
、

相
談
事
務
の
切
り
分
け
、
職

員
に
対
す
る
指
導
・
研
修
体

制
の
充
実
な
ど
に
背
を
向
け

て
き
た
庁
・
局
・
署
当
局
で

あ
り
、
個
々
の
職
員
で
は
決

し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
仮
評
価
尊
重
は
評
価
者
の
 

　
　
　
責
任
が
あ
い
ま
い
に

　
二
つ
目
に
は
、
現
在
の
人

事
評
価
制
度
の
不
備
が
あ
り

ま
す
。

　
関
信
局
は
９
月
の
人
事
評

価
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て

「
人
事
評
価
制
度
上
の
評
価

期
間
の
終
了
時
期
（
９
月
）

と
定
期
異
動
の
時
期
が
一
致

し
て
い
な
い
た
め
評
価
者
に

は
、
６
月
に
実
施
し
て
い
る

仮
評
価
を
最
大
限
尊
重
す
る

こ
と
」
と
指
示
を
し
て
い
ま

す
。
　
従
っ
て
、
業
績
評
価
の
期

間
が
実
質
３
ヶ
月
と
き
わ
め

て
短
い
こ
と
に
よ
る
適
正
な

評
価
が
実
施
で
き
な
い
こ

と
。
ま
た
、
定
期
異
動
に
よ

る
評
価
者
、
調
整
者
の
異
動

に
伴
い
、
前
任
者
の
恣
意
的

な
評
価
が
そ
の
ま
ま
引
き
継

が
れ
る
結
果
と
な
り
、
評
価

者
、
調
整
者
の
責
任
が
き
わ

め
て
曖
昧
と
な
り
ま
す
。

　
恣
意
的
な
評
価
に
よ
る
 

　
低
率
支
給
は
回
復
す
べ
き

　
三
つ
目
の
問
題
点
は
、
水

落
さ
ん
が
全
国
税
の
組
合
員

で
あ
る
こ
と
と
関
わ
る
当
局

の
不
当
な
労
務
政
策
に
あ
り

ま
す
。

　
今
回
の
評
価
の
実
質
的
調

整
者
で
あ
る
前
長
岡
税
務
署

長
は
、
国
税
労
働
組
合
の
専

従
・
委
員
長
経
験
者
で
あ
り
、

同
氏
は
、
仮
評
価
の
時
点
で

は
、
す
で
に
勤
務
延
長
の
期

限
が
７
月
９
日
で
終
了
し
、

定
年
退
職
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
も

恣
意
的
な
評
価
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
十
分
に
伺
え
ま
す
。

　
以
上
の
点
を
総
合
的
に
勘

案
す
れ
ば
、
業
績
評
価
に
つ

い
て
の
全
体
評
語
「
Ｃ
」
は

事
実
誤
認
と
恣
意
的
な
評
価

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
評
価
に
基
づ
い
た
低

率
支
給
は
回
復
さ
れ
る
べ
き

で
す
。

※
勤
勉
手
当
の
成
績
区
分
に

不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、

『
給
与
決
定
審
査
申
立
書
』を

提
出
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　
全
国
税
中
央
執
行
委
員
で
あ
る
関
信
地
連
・
長

岡
分
会
の
水
落
廣
之
さ
ん
は
６
月
　
日
、
人
事
院

13

総
裁
に
対
し
「
給
与
決
定
審
査
申
立
」
を
行
い
ま

し
た
。

恣意的評価による勤勉手当減額は不当
　人事院に給与決定審査申立

　
5
月
6
日
東
京
を
始
め
、

全
国
各
地
で
始
ま
っ
た
「
２

０
１
４
国
民
平
和
大
行
進
」

が
、
８
月
４
日
広
島
で
終
結

し
ま
す
。
こ
の
間
、
全
国
税

も
各
地
連
の
組
合
員
が
行
進

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
７

月
　
日
は
埼
玉
支
部
の
組
合

19
員
が
県
内
の
行
進
に
参
加
し

ま
し
た
（
下
・
写
真
）。

　
北
海
道
か
ら
始
ま
り
東
北

各
県
か
ら
新
潟
を
経
由
し
て

埼
玉
に
受
け
継
が
れ
た
行
進

が
同
県
内
を
通
過
し
て
7
月

　
日
に
上
野
公
園
で
終
結
し

24ま
す
。

　
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

が
閣
議
決
定
さ
れ
る
中
、

「
日
本
を
海
外
で
武
力
行
使

す
る
国
に
す
る
な
」
の
声
も

こ
の
平
和
行
進
に
託
さ
れ
て

い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
２
０
１
４
世
界
大
会

「
8
月
4
日
～
6
日
・
世
界
大
会
広
島
」「
8
月
8
日
・
世
界
大
会
長
崎
」

平
和
行
進
も
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ

『
税
金
２
０
１
４
』が
で
き
ま
し
た
。

　
6
月
2
日

に
は
東
海
地

連
の
愛
知
支

部
・
名
古
屋

北
分
会
と
小

牧
分
会
の
組

合
員
2
名
が

参
加
し
て
岡

崎
市
役
所
か

ら
安
城
生
協
会
館
ま
で
を
、

行
進
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
畿
で
は
、
大
阪

の
幹
線
コ
ー
ス
の
一
つ
と
し

て
6
月
　
日
に
柏
原
市
役
所

30

を
出
発
し
、
7
月
7
日
の
豊

中
市
役
所
ま
で
を
行
進
し
ま

し
た
。

　
全
国
税
税
研
中
央
推
進
委

員
会
編
集
の
『
税
金
２
０
１

4
（
A
4
判
　
頁
）
が
で
き

66

上
が
り
ま
し
た
。

　「『
庶
民
大
増
税
の
税
財
政

を
検
証
す
る
』
—
国
民
本
位

※お申し込みは、全国税本
部、組合員まで。

の
税
財
政
を
め
ざ
し
て
—
」

を
中
心
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た

「
第
　
回
税
研
全
国
集
会
」を

53
収
録
し
た
本
号
は
、
鶴
田
廣

巳
・
関
西
大
学
教
授
の
講
演

な
ど
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
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